エルシーブイFM第83回放送番組審議会
１．日時　　2021年2月21日（火）13時30分から14時30分

２．場所　　諏訪市四賀　エルシーブイ株式会社　本社
３．出席者　委員定数　6名

出席委員　6名      佐久　秀幸 　委員長
宮坂　ちとせ 副委員長
小山　靖　 　委員
前田　孝之　 委員
岩波　尚宏　 委員
山岸　卓三郎 委員
欠席委員　なし      
放送事業者側　5名      深井　賀博　　代表取締役社長
大野　揚史　 専務取締役
佐久　章展　 放送制作部長兼制作課長　
吉田　和晃　 放送制作部FM制作課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島　裕子　 放送制作部FM制作課

　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．議事次第
　　・番組審議会　宮坂徹委員長より開会の挨拶
・「お正月だよLCV今年もよろしくお願いモーしあげます」について審議
　
5．議事の概要　
【審査番組】
ケーブルテレビとＦＭラジオの同時生放送として企画した正月の特別番組。
例年、テレビ放送を中心に、諏訪大社や元日の地域行事の会場からの生中継で伝えていたが、今年は、コロナ禍で迎えるお正月で、例年のように地域での行事やなどを訪問して賑わいを伝えることは難しい状況となった。そうした中で、対面をせずともリスナーとのコミュニケーションをとることができるラジオの特性を、テレビの番組でも生かすことにより、地域とＬＣＶがliveでつながることを狙った。
「お正月だよLCV　今年もよろしくお願いモーしあげます！！」
に関する、主な意見としては
　　・お正月らしく賑やかな番組で楽しかった
　　・子どもと一緒に観たが、子どもも飽きずに観ることが出来た
　　・諏訪地域のまだ知らないことを発信する番組として同じようにまた放送してほしい
　　・漫才が面白かった
　　・マンモウ飯田さんは存在感があって面白かった
　　・マンモウ飯田さんと小池さんの掛け合いが良かった
　　・賑やか過ぎて耳障りなこともあったが落ち着いた進行のタイミングもあって良かった
　　・初詣の様子が分かって良かった
　　・視聴者プレゼントが豪華だった
　　・普段見られないFMのスタジオの様子がじっくり見えて良かった
　　・生電話やリスナーからのメッセージがあって双方向で良かった
　　・コロナ禍で密を避けるなどの工夫がされていたのが分かった
　　・プレゼント紹介や漫才はテレビで鑑賞するには良いが、身振り手振りが見えない
ラジオでは難しいと感じた
　　・テレビ用に制作されていたのでラジオのことを考えれば改善する箇所はいくつかある
　　・電話出演はZOOMを利用するなどすれば見栄えも良かったのではないか
　　・音割れが気になった
　　・のんびりした雰囲気があってもよかった
　　・ラジオ番組としては音楽を楽しむ時間がもう少しあればよかった
　　・テレビの出演者だけでなく、ラジオの出演者も出演してほしかった
　　・着物を着たり、ヘアメイクをしっかりするなど華やかさがあってもよかった
　　・コロナ禍ではあるが人との繋がりは途切れないよう工夫して番組づくりをしてほしい
　　・音楽を流す時間の映像は大社だけでなく、諏訪湖などバリエーションがあればよい

　　
　以上、各委員から多数のご意見を頂きました。
